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⼦どもを守るパズルの1ピースとして私たちにできること
〜性虐待初期対応RIFCR™（リフカー）研修トレーナーとしての提案〜

児童虐待は、誰もが⼼を痛め、なんとかしたいと願っている問題です。
その中でも、特に理解や対応が難しいのが性虐待です。しかし、性虐待
への適切な初期対応を知っていれば、他の⼈権侵害への対応にも応⽤で
きると⾔われるほど、重要で実践的な知識になります。⼦どもの性虐待
の理解や初期対応、そして⼦どもの話の聞き取り⽅を学べるのが 
RIFCR™（リフカー）研修です。正式名称は『⼦どもを守るパズルの1
ピースとして⼦ども虐待に対応する』で、⽇本では「性虐待初期対応
RIFCR™（リフカー）研修」と呼ばれています。リフカーは、アメリ
カ・ミネソタ州に「⼦どもの福祉を最優先に」という理念のもと設⽴さ
れた⼦ども虐待評価・研修センター「コーナーハウス」が開発したプロ
トコルです。私は2012年から、コーナーハウス認定の⽇本⼈トレー
ナーとして活動しています。では、⼦どもに関して何か⼼配なことに気
づいたとき、私たちはどうすればよいのでしょうか。被害を受けた⼦ど
もを守るためには、第⼀発⾒者が“最⼩限のことだけ”を聞き、速やかに
適切な機関につなぐことが何より⼤切です。リフカー研修では、この
「最⼩限の聞き取り」がなぜ重要なのかを深く理解し、実際にどう⾏う
のかを学ぶことができます。⼦どもを守るパズルの1ピースとして、私
たち⼀⼈ひとりができることを確認できる研修です。研修の重要性をお
伝えするとともに、多機関連携のヒントも参加者の皆さんと共有できれ
ばと思っています。

【プロフィール】
学⽣時代は養護学校教員養成課程で特別⽀援教育を専攻。2000年の児
童虐待の防⽌に関する法律施⾏の時に学⽣時代を送る。児童虐待と障が
いの関連性に関⼼を寄せながら市⺠活動で学びつつ特別⽀援学校で10
年間講師を務める。2023年⼦ども最優先の社会を⽬指してChild Firstみ
やざきという団体を設⽴する。性虐待初期対応RIFCR™（リフカー）研
修トレーナを14年間務めながら活動している。


